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で9月中旬から始まる全国高等学校ラグビーフット

ボール大会（花園大会）の愛知県予選を迎えること

となった。

中部大学進学説明会を実施

　6月26日午後、三浦幸平メモリアルホールで大学

進学説明会を開催。愛知県内や岐阜県東濃地区の

高校103校から進学担当教員ら110人が出席した。

　学長のあいさつの後、6学部の学部長（または学

部長の代理）と現代教育学研究所の豊田ひさき副所

長の計7人が、各学部学科の特色や教育方針、卒業

後の進路状況などについて具体的な説明を行った。

全体説明会の後、ブースを設けて個別相談を行っ

たところ、特に開設予定の現代教育学部（仮称）や

AO入試についての質問が多かった。

平成 18 年度教育活動・改善賞授賞式
42 人に授賞

　6月26日午後12時50分から、「第5回教育活動・

改善賞授賞式」を2号館2階の中会議室で開催した。

　今回は最優秀教育活動・改善賞に15人、優秀教

育活動・改善賞に27人が選ばれ、山下興亜学長か

ら賞状と副賞が手渡された。

　表彰されたのは次の42人。

最優秀教育活動・改善賞

田橋正浩講師（電気システム工学科）、栗濱忠司

教授（電子情報工学科）、武田 誠准教授（都市建設

工学科）、高丸尚教准教授（情報工学科）、阪田 泉

准教授（工学基礎教室）、鈴木 肇准教授（情報教

室）、高橋道郎教授（経営情報学科）、辻村宏和教

授（経営学科）、杓谷茂樹准教授（国際文化学科）、

髙木 徹准教授（人文・社会教室）、杉本和弘教授

（日本語日本文化学科）、大門正幸教授（英語英米

文化学科）、小塩真司准教授（心理学科）、大塚健

三教授（環境生物科学科）、和田俊夫教授（食品栄

養科学科）

優秀教育活動・改善賞

井戸敏之教授（電気システム工学科）、廣塚 功教

授（同）、中村圭二教授（同）、長坂保典准教授（電

子情報工学科）、伊藤 睦准教授（都市建設工学科）、

小野博宣教授（建築学科）、渡辺健治准教授（同）、

盛 秀彦教授（応用化学科）、櫻井 誠准教授（同）、

平田 豊教授（情報工学科）、鈴木裕利准教授（同）、

手嶋忠之教授（理学教室）、小林礼人准教授（同）、

龍岡亮二教授（経営情報学科）、浅倉秀三教授

（同）、寺澤朝子准教授（経営学科）、高 英求教授（国

際関係学科）、青木澄夫教授（同）、鶴田正道教授

（人文・社会教室）、野田恵剛教授（外国語教室）、

永田典子教授（日本語日本文化学科）、水野りか

教授（心理学科）、松浦 均准教授（同）、西口利文

准教授（同）、堤内 要准教授（応用生物化学科）、

南 基泰准教授（環境生物科学科）、渡邉 香教授（健

康科学教室）

第 13 回 FD フォーラム
桐山雅子教授（学生相談室）が講演

　6月27日午後4時30分から、新5号館2階の521
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講 義 室 で、 中 部

大学FD委員会主

催 の 第 13 回 FD

フォーラムを開催

した。講師は学生

相談室の桐山雅子

教授で、テーマは

「学生を元気にするために―現代学生と向き合う方

法」。本学教員を中心に約100人が参加した。

　桐山教授は、最近はいろいろな学生が増えてい

るため、その対応が大変難しくなっていることに

言及。多様化する学生に教員はどう向き合い、対

応すればよいか、具体例に基づいて活発な意見交

換を行った。

生物機能開発研究所講演会
「食品の機能を科学する
―身近な食べ物と健康―」

　6 月 23 日午後 1

時 30 分 か ら、 三

浦幸平メモリアル

ホールで生物機能

開発研究所講演会

を開催した。これ

は、同研究所健康

食品科学寄附研究部門（7月1日からフランク E. アー

ティス記念健康食品科学寄附研究部門に名称変更）

の創設2周年を記念して一般公開で企画されたもの

で、本学学生・教職員や寄附者の㈱エリナ関係者を

はじめ一般の参加者など約180人の参加があった。

　荒井基夫応用生物学部長の開会のあいさつの後、

「食品の機能を科学する―身近な食べ物と健康―」

の総合テーマのもとに5人の講師が講演を行った。

途中、コーヒーブレイクに併せて同部門の研究成

果を発表するポスターセッションもあり、所属の

研究スタッフと参加者の交流も行われた。最後に

㈱エリナのアラン K. アーティス代表取締役社長の

あいさつがあり、永井和夫所長のあいさつで会を

締めくくった。

　各講演のテーマと講師は以下の通り。

「米・大豆・魚―日本伝統食品と健康」東京農工大

学大学院生命農学部門　矢ヶ崎一三教授、「発芽玄

米のすすめ」㈱ファンケル総合研究所　辻 智子所

長、「脂肪細胞の科学―食品因子からのアプローチ

―」津田孝範准教授（食品栄養科学科）、「アンチエ

イジング素材としてのコエンザイムQ10」東京工科

大学バイオニクス学部　山本順寛教授、「食品機能

の科学」禹 済泰教授（応用生物化学科）

大学国際関係学科セミナー
外務省「外交講座」を開催

　国際関係学科で

は、国際社会の第

一線で活躍する学

外の講師を招いて

「国際関係学セミ

ナー」を開催して

おり、6月21日午

後3時10分から、5122講義室で外務省「外交講座」

を開催。講師は外務省国際協力局多国間協力課長

の大
おおすが

菅岳
た け し

史氏で、「人間の安全保障の現状と課題」

と題し、国際関係学部の学生約130人を前に講義し

た。学生にとって外務省の現場の声を聞くことが

できる「外交講座」は昨年に続いて2度目で、大変有

意義なセミナーとなった。

第 19 期中部大学幸友会奨学金
7 人の留学生に授与

　中部大学幸友会奨学金授与式が7月2日、キャン

パスプラザ3階スチューデントホールで開催され、

大学院1年の外国人留学生7人に奨学金が授与さ

講演する桐山雅子教授

講演する禹 済泰教授

講演する大菅岳史氏


